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1. 英語化について 
本書では、本製品を英語化して利用するまでの手順を説明します。 

 

1.1 LMIS英語化について 

LMIS 英語版は、日本国内からのグローバルヘルプデスクのコントロール、日本国内のヘルプデスクでの英語利用

者への対応を想定して作成されています。 

各言語のユーザが利用できる範囲は以下の通りです。 

 

 日本語 英語 

システム管理者 ○ × 

開発者 

(コンフィグレーション) 

○ × 

プロセス管理者 

スタッフ 

○ ○ 

 

 

1.2 提供バージョンについて 

英語化に対応しているバージョン、レベルは以下の通りです。 

 

提供バージョン 説明 

V2.9.0.00 V2.9.0.00 までの機能が英語化されます。 

 

 

1.3 翻訳範囲について 

英語化にて翻訳されているのは、LMIS本体およびセルフサービスポータルのみになります。 

※メールの内容には、日本語と英語が併記されます。 

※日本語、英語のレポートとダッシュボードがそれぞれインストールされます。対象言語以外のレポートを非表示に

する設定は「2.10 レポート・ダッシュボードの公開範囲設定」を参照して下さい。 

 

なお、現行のバージョンに対応した英語マニュアルは提供されていません。 
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1.4 制限事項について 

英語化設定を利用する際の制限事項について説明します。 

 

⚫ 英語化設定して翻訳されるのは、LMIS の標準機能のみとなります。 

お客様でコンフィグレーションした内容については翻訳されません。 

別途、翻訳を行う必要があります。手順はオンラインマニュアルの［コンフィグレーションガイド］‐［入力項目

の設定］‐［ページレイアウトの設定］‐［入力項目のラベルを変更する］を参考に翻訳を行って下さい。 

 

⚫ 英語では選択リスト値で全文検索できません。 

 

⚫ 英語ユーザで CSV 出力すると文字コード：ISO-8859-1 にて出力されるため、日本語が文字化けして出

力されます。そのため、日本語を含むレコードを出力する場合には、日本語ユーザで CSV 出力を実施して下

さい。 

 

⚫ お客様の環境にて LMISのリソースに対して、既に英語の翻訳が実施されているものに関しては、バージョンア

ップにてパッケージとして提供している翻訳内容が上書きされません。以下に例を記載します。 

 

◆お客様にて既存項目の日本語翻訳及び英語翻訳を実施している場合 

  お客様にて「件名」項目を以下のように翻訳している場合 

   ・日本語翻訳：タイトル 

   ・英語翻訳：Title 

    

   上記の状態にて V2.9.0.00 にバージョンアップを実施した場合、「件名」項目の翻訳内容は上    

   書きされず、以下のままとなります。 

    

   ・日本語：タイトル 

   ・英語：Title 
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◆お客様にて既存項目の日本語翻訳のみ実施している場合 

  お客様にて「件名」項目を以下のように翻訳している場合 

  ・日本語翻訳：タイトル 

  ・英語翻訳：なし 

 

  上記の状態にて V2.9.0.00 にバージョンアップを実施した場合、「件名」項目の翻訳内容は以  

  下のようになります。 

 

  ・日本語：タイトル 

   ・英語：Subject 
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2. 英語化設定の適用 
英語化設定手順について説明します。 

実施する作業は、すべてシステム管理者のユーザで実行して下さい。 

必須の手順については必ず実施して下さい。任意の手順については作業説明の内容を確認し、必要に応じて実

施して下さい。 

章 作業名 作業説明 必須/任意 

2.1 2.1 LMIS導入 本製品をインストールします。 必須 

2.2 2.2 トランスレーションワークベンチ

有効化 

Salesforce の翻訳設定を有効化します。 必須 

2.3 2.3 レイアウトセクションの翻訳 手動で翻訳する必要があるレイアウトセクションを翻訳します。 必須 

2.4 2.4 Guide項目の表示 レイアウトに英語用のガイド項目を表示し 

ます。 

必須 

2.5 2.5 Details項目の表示 レイアウトに英語用の通知内容項目を表示 

します。 

必須 

2.6 2.6 関連リストへ Details 項目の

表示 

各オブジェクトのレイアウトに対し、通知の関連リストに Details

項目を追加します。 

必須 

2.7 2.7 英語ユーザの設定 英語ユーザの権限設定、ユーザの詳細設定を行います。 必須 

2.8 2.8 日本語ユーザの設定 日本語ユーザの権限設定を行います。 必須 

2.9 2.9 ビューの公開範囲設定 英語のビューが日本語ユーザに非表示になるよう設定します。

日本語ユーザに英語のビューを表示させない場合は実施して

下さい。 

任意 

2.10 2.10 レポート・ダッシュボードの公

開範囲設定 

英語のレポート・ダッシュボードが日本語ユーザに非表示になる

よう設定します。日本語ユーザに英語のレポート・ダッシュボード

を表示させない場合は実施して下さい。 

必須 

2.11 2.11 コメント既定値設定 英語ユーザの承認・否認・依頼取消時のコメント入力時に既

定値設定をします。 

英語ユーザでコメントの既定値を設定する場合は、実施して下

さい。 

任意 

2.12 2.12 セルフサービスポータルの英

語化 

セルフサービスポータルが英語で表示されるよう設定します。 必須※1 

2.13 2.13 クイックアクションの成功メッセ

ージの設定 

クイックアクションを使用した際に表示される成功メッセージが英

語で表示されるよう設定します。 

必須※2 

※1 セルフサービスポータルの英語化は、英語ユーザがセルフサービスポータルを使用する場合のみ必須となります。 

※2 クイックアクションの成功メッセージの設定は、英語ユーザがクイックアクションを使用する場合のみ必須となります。 
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2.1 LMIS導入 

英語化に対応している LMIS をインストールします。インストール手順については、『バージョン共通バージョンアップ

手順書』を参照して実施して下さい。 

 

 

2.2 トランスレーションワークベンチ有効化 

Salesforce の翻訳設定を使用するため、トランスレーションワークベンチを有効化します。 

すでにトランスレーションワークベンチの有効化、使用言語に「英語」を追加している場合は、「2.3 レイアウトセクシ

ョンの翻訳」に進んで下さい。 

 

1. システム管理者でログインします。設定画面の[クイック検索]で「翻訳言語設定］と入力して、検索結果

から「翻訳言語設定」をクリックします。 

 

<Classicの場合> 

 

 

<Lightningの場合> 
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2. トランスレーションワークベンチを有効化していない場合は、有効化画面が表示されます。［有効化］ボタ

ンをクリックします。すでに有効化している場合は、次の手順に進んで下さい。 

 

 

3. 使用言語に英語を追加します。［追加］ボタンをクリックします。英語が追加されている場合は、英語の

編集リンクをクリックし次の手順に進んで下さい。 

 

 

 

 



英語化設定手順書 

 

10 

㈱ユニリタ 2020 不許複製、禁無断記載 

4. 言語翻訳の編集画面が表示されます。以下のように設定して、［保存］ボタンをクリックします。 

 

項目名 選択する値 

有効 チェックあり 

この言語の翻訳者を選択して下さい 「選択されたリスト」にシステム管理者を設定 

 

 

 

5. トランスレーションワークベンチが有効化され、英語の翻訳が可能になりました。 
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2.3 レイアウトセクションの翻訳 

手動で翻訳する必要があるレイアウトセクションがあるため、翻訳を行います。 

 

2.3.1 翻訳ファイルのエクスポート 

翻訳を行うための、翻訳ファイルをエクスポートします。 

 

1. システム管理者画面で、［管理］-［トランスレーションワークベンチ］-［エクスポート］をクリックします。 
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2. エクスポート画面が表示されます。「バイリンガル」を選択して、［STF としてエクスポート］ボタンをクリックし

ます。 

 

 

3. エクスポートが完了すると、エクスポートを実行したユーザ宛てにメールが届きます。リンクをクリックして、ドキュ

メント画面を開いて下さい。 
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4. ドキュメント画面を開くと、「バイリンガル」から始まる zip ファイルが作成されているので、名称をクリックしてド

キュメントの詳細画面を開きます。 

複数 zip ファイルがある場合は、最新のファイルを選択して下さい。 

 

 

5. ［ファイルを表示］リンクを右クリックし、「名前を付けてリンク先を保存」を選択し、任意の場所にファイルを

保存し、zip ファイルを解凍して下さい。 
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2.3.2 翻訳ファイルの作成 

Excelのマクロを使用して、翻訳を行うための翻訳ファイルを作成します。 

Excelは、2010、2013、2016、2019 または 365のいずれかのバージョンを使用して下さい。 

 

1. ［LMIS管理］アプリケーションを選択し、［マニュアル］タブをクリックします。 

 

 

2. マニュアル画面が開くので、［LMIS ダウンロードサイトへ移動します］リンクをクリックします。 

 

 

3. 英語版の利用セクション内の「翻訳ファイル作成マクロ」をダウンロードして下さい。 

 

 

4. ダウンロードした「translation_create.xlsm」を開きます。 
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5. 「セキュリティの警告」で[マクロが無効化されました]をクリックします。 

「セキュリティの警告」が表示されなかった場合には、手順 8 に進みます。 

 

注意 

ここで「コンテンツの有効化」はクリックしないでください。 

 

6. 「情報」画面で[コンテンツの有効化]をクリックして、[詳細オプション]をクリックします。 
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7. 「Microsoft Office セキュリティ オプション」画面で下記のようなデジタル署名が表示されることを確認し

ます。 

 

 

[この発行者のドキュメントを信頼する]をチェックして[OK]をクリックします。 

 

8. 「翻訳ファイル作成」シートの［翻訳ファイル作成］ボタンをクリックします。 

 

 

9. ボタンをクリックすると、以下のダイアログが表示されるので［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

10. ファイルを選択する画面が表示されるので、「2.3.1 翻訳ファイルのエクスポート」でダウンロードしたフォルダ
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の中から、「バイリンガル_en_US_」から始まるファイルを選択して、［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

11. 翻訳ファイルが作成されると、以下のダイアログが表示されます。作成された設定ファイルの保存場所が記

載されていますので、ファイルが作成されていることを確認して下さい。 

 

 

注意 

翻訳ファイルを作成する際には、その他のシートの内容は編集しないようにして下さい。翻訳ファイルを作成

できなくなります。 
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2.3.3 翻訳ファイルのインポート 

作成した翻訳ファイルをインポートします。 

 

1. システム管理者画面で、［管理］-［トランスレーションワークベンチ］-［インポート］をクリックします。 
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2. インポート画面が表示されます。［ファイルを選択］から「2.3.2 翻訳ファイルの作成」で作成した翻訳ファ

イルを選択します。選択後、［インポート］ボタンをクリックします。 

 

 

3. インポートが完了すると、インポートを実施したユーザ宛てに以下のメールが届きます。 

以上で、翻訳ファイルのインポートは完了です。 
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2.4 Guide項目の表示 

英語ユーザ用のガイド項目を表示します。 

 

1. システム管理者画面で、［ビルド］-［作成］-［オブジェクト］をクリックします。 

 

 

2. カスタムオブジェクト一覧画面が開きます。 

編集するオブジェクト名をクリックします。ここでは例としてインシデント管理をクリックします。 
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3. カスタムオブジェクトの詳細画面が開きます。画面上部の［ページレイアウト］リンクをマウスオーバーします。

マウスオーバーすると、レイアウト一覧が表示されるので、編集するレイアウトの［編集］リンクをクリックしま

す。 

 

 

4. ページレイアウトの編集画面が開きます。 

「Guide」項目をドラッグアンドドロップにて「ガイド」項目の下に追加します。 

 

 

5. 項目を追加後、「Guide」項目にマウスオーバーすると表示される アイコンをクリックします。 
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6. 項目プロパティ画面が表示されます。［参照のみ］にチェックを入れて、［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

7. 設定が完了したら、レイアウトの［保存］ボタンをクリックします。 

 

 

8. 1～7 の設定を、以下のオブジェクトで使用しているレイアウトにも同様に設定して下さい。 

 

オブジェクト名 

サービス要求管理 

インシデント管理 

問題管理 

変更管理 

リリース管理 

タスク 

自動リリース管理 

※Automatic Release オプションを使用している場合のみ 

移送管理 

※Automatic Release for ERP オプションを使用している場合のみ 
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2.5 Details項目の表示 

英語ユーザ用の通知内容項目を表示します。 

 

1. システム管理者画面で、［ビルド］-［作成］-［オブジェクト］をクリックします。 

 

 

2. カスタムオブジェクト一覧画面が開きます。 

［通知］のオブジェクト名をクリックします。 

 

 

3. カスタムオブジェクトの詳細画面が開きます。画面上部の［ページレイアウト］リンクをマウスオーバーします。

マウスオーバーすると、レイアウト一覧が表示されるので、編集するレイアウトの［編集］リンクをクリックしま

す。 
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4. ページレイアウトの編集画面が開きます。 

「Details」項目をドラッグアンドドロップにて「内容」項目の下に追加します。 

 

 

5. 項目を追加後、「Details」項目にマウスオーバーすると表示される アイコンをクリックします。 

 

 

6. 項目プロパティ画面が表示されます。［参照のみ］にチェックを入れて、［OK］ボタンをクリックします。 
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7. 設定が完了したら、レイアウトの［保存］ボタンをクリックします。 

 

 

8. 1～7 の設定を、通知の全てのレイアウトにも同様に設定して下さい。 
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2.6 関連リストへ Details項目の表示 

各オブジェクトのレイアウトに対し、通知の関連リストに Details項目を追加します。 

 

1. システム管理者画面で、［ビルド］-［作成］-［オブジェクト］をクリックします。 

 

 

2. カスタムオブジェクト一覧画面が開きます。 

編集するオブジェクト名をクリックします。ここでは例としてインシデント管理をクリックします。 
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3. カスタムオブジェクトの詳細画面が開きます。画面上部の［ページレイアウト］リンクをマウスオーバーします。

マウスオーバーすると、レイアウト一覧が表示されるので、編集するレイアウトの［編集］リンクをクリックしま

す。 

 

 

 

4. ページレイアウトの編集画面が開きます。 

［関連リスト］をクリックし「関連通知」の アイコンをクリックします。 
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5. 「Details」項目を［追加］ボタンにて追加し、［上へ］［下へ］ボタンにて「Details」項目の場所を変

更後［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

 

6. ［保存］ボタンをクリックしレイアウトを保存します。 
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7. Classicを使用する場合には、３～６の手順を以下のレイアウトに対して設定します。Lightning使用す

る場合には、手順 8 に進んでください。 

 

No オブジェクト名 レイアウト名 

1 お知らせ システム管理者 

2 お知らせ スタッフ 

3 お知らせ プロセス管理者 

4 変更管理 システム管理者 

5 変更管理 スタッフ 

6 変更管理 プロセス管理者 

7 ドキュメント システム管理者 

8 ドキュメント スタッフ 

9 ドキュメント プロセス管理者 

10 イベント管理 システム管理者 

11 イベント管理 スタッフ 

12 イベント管理 プロセス管理者 

13 FAQ管理 システム管理者 

14 FAQ管理 スタッフ 

15 FAQ管理 セルフサービスポータル 

16 FAQ管理 プロセス管理者 

17 ハードウェア PC 

18 ハードウェア サーバ 

19 ハードウェア システム管理者 

20 ハードウェア スタッフ 

21 ハードウェア ネットワーク機器 

22 ハードウェア プリンタ 

23 ハードウェア プロセス管理者 

24 ハードウェア モバイル端末 

25 ハードウェア ラック 

26 ハードウェア 契約情報 

27 ハードウェア 非 IT資産 

28 インシデント管理 システム管理者 

29 インシデント管理 スタッフ 

30 インシデント管理 セルフサービスポータル 

31 インシデント管理 プロセス管理者 

32 ネットワーク システム管理者 

33 ネットワーク スタッフ 
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No オブジェクト名 レイアウト名 

34 ネットワーク プロセス管理者 

35 ネットワーク 契約情報 

36 期日 システム管理者 

37 期日 スタッフ 

38 期日 プロセス管理者 

39 問題管理 システム管理者 

40 問題管理 スタッフ 

41 問題管理 プロセス管理者 

42 リリース管理 システム管理者 

43 リリース管理 スタッフ 

44 リリース管理 プロセス管理者 

45 サービス システム管理者 

46 サービス スタッフ 

47 サービス プロセス管理者 

48 ソフトウェア システム管理者 

49 ソフトウェア スタッフ 

50 ソフトウェア プロセス管理者 

51 ソフトウェア 契約情報 

52 タスク システム管理者 

53 タスク スタッフ 

54 タスク プロセス管理者 

55 サービス要求管理 システム管理者 

56 サービス要求管理 スタッフ 

57 サービス要求管理 プロセス管理者 
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8. Lightning を使用する場合には、３～６の手順を以下のレイアウトに対して設定します。 

 

No オブジェクト名 レイアウト名 

1 お知らせ LightningLayout 

2 変更管理 LightningLayout 

3 ドキュメント LightningLayout 

4 イベント管理 LightningLayout 

5 FAQ管理 LightningLayout 

6 ハードウェア LightningLayout 

7 ハードウェア LightningPC 

8 ハードウェア Lightning サーバ 

9 ハードウェア Lightning ネットワーク機器 

10 ハードウェア Lightning プリンタ 

11 ハードウェア Lightning モバイル端末 

12 ハードウェア Lightning ラック 

13 ハードウェア Lightning非 IT資産 

14 インシデント管理 LightningLayout 

15 ネットワーク LightningLayout 

16 ネットワーク Lightning セグメント 

17 ネットワーク Lightning ネットワーク 

18 期日 LightningLayout 

19 問題管理 LightningLayout 

20 リリース管理 LightningLayout 

21 サービス LightningLayout 

22 ソフトウェア LightningLayout 

23 タスク LightningLayout 

24 サービス要求管理 LightningLayout 
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2.7 英語ユーザの設定 

英語ユーザ用のプロファイルの作成・編集、ユーザ設定、公開グループの作成を行います。 

 

2.7.1 英語ユーザ用のプロファイル作成 

日本語ユーザと英語ユーザでは権限の設定が異なるため、英語ユーザ用のプロファイルを作成します。 

 

1. システム管理者画面で、［管理］-［ユーザの管理］-［プロファイル］をクリックします。 

 

 

2. プロファイル画面が表示されます。［新規］ボタンをクリックします。 
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3. プロファイルのコピー画面が表示されます。「既存のプロファイル」には、コピー元として使用したい既存のプロ

ファイルを選択します。ここでは例として「プロセス管理 Platform」を選択します。 

 

 

注意 

本説明ではLMISの既存プロファイルをコピー元として設定していますが、貴社にて作成したプロファイルがあ

り、そのプロファイルの権限設定を利用したい場合には、作成したプロファイルをコピー元として設定して下さ

い。 

 

4. 「プロファイル名」を入力します。(例「プロセス管理 Platform(英語)」で登録） 

 

 

5. ［保存］ボタンをクリックして登録します。 
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2.7.2 英語ユーザ用のプロファイル編集 

英語ユーザ用に作成したプロファイルの編集を行います。本手順は、作成する英語用プロファイル全てに実

施して下さい。 

この章では以下の設定を行います。 

 

設定 内容 

ホームページレイアウトの割り当て 英語ユーザ用のレイアウトを割り当てます 

項目レベルセキュリティの変更 日本語のガイド、通知内容項目が非表示になるように設定します 

 

1. ホームページのレイアウトの割り当てを行います。 

システム管理者画面で、［管理］-［ユーザの管理］-［プロファイル］をクリックして、ユーザプロファイル

画面を開きます。 

作成した英語用プロファイル名をクリックします。 

 

 

2. プロファイルの詳細画面が開きます。 

「ページレイアウト」セクションを確認します。「ホームページのレイアウト」の［割り当ての参照］リンクをクリッ

クします。 
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3. ホームページのレイアウトの割り当て画面が開きます。 

［割り当ての編集］ボタンをクリックします。英語用プロファイルに「LMIS_HOME2 (EN)」を選択します。

選択後、［保存］ボタンをクリックします。 

以上で、ホームページのレイアウトの割り当ては完了です。 

  

 

4. 項目レベルセキュリティの変更を行います。 

プロファイルの詳細画面を開きます。 

「項目レベルセキュリティ」セクションを確認します。「インシデント管理」の［参照］リンクをクリックします。 
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5. 項目レベルセキュリティ画面が開きます。 

［編集］ボタンをクリックします。 

 

 

6. 「Guide」の設定を以下のように設定して、［保存］ボタンをクリックします。 

 

項目名 選択する値 

参照アクセス権 チェックあり 

編集アクセス権 チェックなし 
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7. 同様に「ガイド」の設定を以下のように設定して、［保存］ボタンをクリックします。 

 

項目名 選択する値 

参照アクセス権 チェックなし 

編集アクセス権 チェックなし 

 

 

 

8. 4～7 の設定を、以下のオブジェクトの「Guide」、「ガイド」にも同様に設定して下さい。 

 

オブジェクト名 

サービス要求管理 

インシデント管理 

問題管理 

変更管理 

リリース管理 

タスク 

自動リリース管理 

※Automatic Release オプションを使用している場合のみ 

移送管理 

※Automatic Release for ERP オプションを使用している場合のみ 
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9. 次に通知内容の項目レベルセキュリティを変更します。 

プロファイルの詳細画面を開きます。 

「項目レベルセキュリティ」セクションを確認します。「通知」の［参照］リンクをクリックします。 

 

 

10. 項目レベルセキュリティ画面が開きます。 

［編集］ボタンをクリックします。 

 

 

11. 「Details」の設定を以下のように設定して、［保存］ボタンをクリックします。 

 

項目名 選択する値 

参照アクセス権 チェックあり 

編集アクセス権 チェックあり 
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12. 「内容」の設定を以下のように設定して、［保存］ボタンをクリックします。 

以上で、項目レベルセキュリティの変更は完了です。 

 

項目名 選択する値 

参照アクセス権 チェックなし 

編集アクセス権 チェックなし 
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2.7.3 英語ユーザ用公開グループ作成 

英語ユーザ用の公開グループを作成します。この公開グループを使用して、ビュー、レポート、ダッシュボード

フォルダの公開範囲の設定を行いますので、「2.9 ビューの公開範囲設定」、「2.10 レポート・ダッシュボー

ドの公開範囲設定」を実施する場合のみ、公開グループを作成して下さい。 

 

1. システム管理者画面で、［管理］-［ユーザの管理］-［公開グループ］をクリックして、公開グループ画

面を開きます。 

 

 

2. ［新規］ボタンをクリックします。 

 

 

3. 英語ユーザ用の公開グループを作成します。任意の名称で作成して下さい。ここでは例として、表示ラベル

「英語ユーザ」、グループ名「EnglishUser」で登録します。 

必須項目を入力し、［保存］ボタンをクリックします。 

以上で、英語ユーザ用の公開グループ作成は完了です。 
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2.7.4 英語ユーザのユーザ設定 

英語ユーザのユーザ設定について説明します。本手順は、作成する英語用ユーザ全てに実施して下さい。 

 

1. システム管理者画面で、［管理］-［ユーザの管理］-［ユーザ］をクリックして、ユーザ一覧画面を開き

ます。 
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2. ［新規ユーザ］ボタンをクリックします。既存ユーザを英語ユーザにする場合は、該当ユーザの［編集］リ

ンクをクリックして 3 に進んで下さい。 

 

 

3. ユーザの情報を入力します。英語ユーザには以下の項目を必ず設定して下さい。その他の項目は、オンラ

インマニュアルの［運用管理ガイド］‐［ユーザの管理］‐［ユーザの登録］‐［ユーザを作成する］を参

照して入力して下さい。 

入力後、［保存］ボタンをクリックします。 

 

項目名 内容 

プロファイル 「2.7.1 英語ユーザ用のプロファイル作成」で作成したプロファイル 

メールの文字コード Unicode(UTF-8) 

言語 英語 

 

注意 

タイムゾーン、地域を英語にする設定は必須ではありませんが、ユーザの地域によって適切な値を設定して

下さい。 
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2.7.5 英語ユーザ用公開グループへの追加 

英語ユーザを「2.7.3 英語ユーザ用公開グループ作成」で作成した公開グループに追加します。本手順

は、作成する英語用ユーザ全てに実施して下さい。 

 

1. システム管理者画面で、［管理］-［ユーザの管理］-［公開グループ］をクリックして、公開グループ画

面を開きます。 

作成した公開グループの［編集］リンクをクリックします。 

 

 

2. グループメンバー設定画面が開きます。「検索」で「ユーザ」を設定します。「選択可能なユーザ」に表示され

る英語ユーザを、「選択済みのユーザ」へ移動します。 

選択後、［保存］ボタンをクリックします。 

以上で、英語ユーザ用公開グループへの追加は完了です。 
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2.8 日本語ユーザの設定 

英語のガイドが非表示になるように、日本語ユーザのプロファイルを編集します。 

 

2.8.1 日本語ユーザ用プロファイルの編集 

日本語ユーザ用のプロファイルの編集を行います。本手順は、日本語ユーザで使用している全てのプロファ

イルに実施して下さい。 

 

1. 編集するプロファイルの詳細画面を開きます。 

「項目レベルセキュリティ」セクションを確認します。「インシデント管理」の［参照］リンクをクリックします。 

 

 

2. 項目レベルセキュリティ画面が開きます。 

［編集］ボタンをクリックします。 
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3. 「Guide」の設定を以下のように設定して、［保存］ボタンをクリックします。 

 

項目名 選択する値 

参照アクセス権 チェックなし 

編集アクセス権 チェックなし 

 

 

 

4. 1～3 の設定を、以下のオブジェクトの「Guide」にも同様に設定して下さい。 

以上で、項目レベルセキュリティの変更は完了です。 

 

オブジェクト名 

サービス要求管理 

インシデント管理 

問題管理 

変更管理 

リリース管理 

タスク 

自動リリース管理 

※Automatic Release オプションを使用している場合のみ 

移送管理 

※Automatic Release for ERP オプションを使用している場合のみ 

 

5. 次に通知内容の項目レベルセキュリティを変更します。 

プロファイルの詳細画面を開きます。 

「項目レベルセキュリティ」セクションを確認します。「通知」の［参照］リンクをクリックします。 
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6. 項目レベルセキュリティ画面が開きます。 

［編集］ボタンをクリックします。 

 

 

7. 「Details」の設定を以下のように設定して、［保存］ボタンをクリックします。 

以上で、項目レベルセキュリティの変更は完了です。 

 

項目名 選択する値 

参照アクセス権 チェックなし 

編集アクセス権 チェックなし 
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2.9 ビューの公開範囲設定 

英語のビューが、英語ユーザにのみ表示されるように設定します。 

本手順は、必要に応じて任意で実施して下さい。 

 

1. 編集するビューを選択し、［編集］リンクをクリックします。 
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2. ビューの編集画面が開きます。「表示を制限」セクションで、「特定のユーザグループに表示」を選択します。

ビューの編集画面が開きます。「表示を制限」セクションで、「特定のユーザグループに表示」を選択します。 

「共有可能なグループ/ロール」に表示されている「2.7.3 英語ユーザ用公開グループ作成」で作成した公

開グループを、「共有先」に移動します。 

選択後、［保存］ボタンをクリックします。 

 

注意 

英語ユーザには、日本語のビューが表示されます。非表示にしたい場合は、日本語ユーザ用の公開グルー

プを作成し、日本語のビューの公開範囲を日本語ユーザ用の公開グループに設定して下さい。 
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2.10 レポート・ダッシュボードの公開範囲設定 

英語のレポート・ダッシュボードが、英語ユーザにのみ表示されるように設定します。 

本手順は、必要に応じて任意で実施して下さい。 

 

1. フォルダ共有が有効化されていることを確認します。 

設定画面で［ビルド］‐［カスタマイズ］‐［レポート & ダッシュボード］‐［フォルダ共有］をクリックしま

す。 

 

 

注意 

インストール時にフォルダ共有が有効化されている環境では、設定画面に「フォルダ共有」のメニューが表示されませ

ん。この場合は、フォルダ共有は有効化されていますので、手順 3 の手順に進んで下さい。 

 

2. 「レポートおよびダッシュボードフォルダの共有」画面が開きます。 

フォルダ共有が有効化されていない場合は、「レポートおよびダッシュボードフォルダを共有するためのアクセス

レベルを有効化」にチェックを入れて、［保存］をクリックします。 
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3. 「LMIS ダッシュボード」アプリケーションを選択し、［レポート］タブをクリックします。レポート & ダッシュボー

ド画面が開きます。 

 

 

4. 編集するフォルダ名を選択すると表示される、 アイコンをクリックします。ここでは例として「FAQ 

Management Report」を編集します。 

 

 

 

5. メニューが表示されるので、［共有］リンクをクリックします。 
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6. フォルダの共有画面が表示されます。共有先に表示された［公開グループ］リンクをクリックして下さい。 

 

 

7. 共有先を設定する画面が表示されます。「英語ユーザ」の［共有］ボタンをクリックします。 

フォルダに対するアクセス権は以下からの内容を確認して設定して下さい。 

名前 アクセス権 

閲覧者 表示、更新、実行 

エディタ 閲覧者の権限および編集、移動、保存、および削除 

マネージャ エディタの権限およびフォルダの共有およびフォルダ名の変更 
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8. 共有が完了しました。［閉じる］ボタンをクリックします。 

4～7 の設定を、以下のフォルダに設定して下さい。 

フォルダ名 

FAQ Management Report 

LMIS Management Report 

Event Management Report 

Problem Management Report 

Change Management Report 

Configuration Management Report 

Audit History Report 

Release Management Report 

Request Management Report 

Task Management Report 

Transport Management Report 

Other Management Report 

Incident Management Report 

Information Management Report 

Project Management Report 

LMIS Management Dashboard 

LMIS Dashboard 

注意 

英語ユーザには、日本語のレポート、ダッシュボードが表示されます。非表示にしたい場合は、日本語ユー

ザ用の公開グループを作成し、日本語のレポート、ダッシュボードの公開範囲を日本語ユーザ用の公開グ

ループに設定して下さい。 
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2.11 コメント既定値設定 

英語ユーザの場合、コメント既定値入力のための設定ファイル名が日本語ユーザのものと異なるため、日本語ユー

ザとは別に設定を行う必要があります。 

日本語でコメントの既定値を設定している場合は本手順を実施し、英語用のコメント既定値設定を実施して下さ

い。 

英語ユーザ用のコメント既定値設定の手順について説明します。 

 

1. ホーム画面の［+］タブをクリックして、「すべてのタブ」画面を表示します。 

［ドキュメント］をクリックします。 

 

 

 

注意 

「ドキュメント」タブは 2 つあるので、間違えないようにお気を付けください。 
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2. ドキュメントのホーム画面が開きます。 

「フォルダ」で「LMIS ドキュメント」を選択して、［Go!］ボタンをクリックします。 

 

 

3. LMIS ドキュメント画面が開きます。［新規ドキュメント］ボタンをクリックします。 
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4. ドキュメントの詳細画面が表示されます。 

以下の内容を入力し、［保存］ボタンをクリックします。 

設定ファイルの詳細な内容については、オンラインマニュアルの［コンフィグレーションガイド］‐［設定ファイ

ル ］ ‐ ［ LMIS の 設 定 フ ァ イ ル 一 覧 ］ ‐ ［ コ メ ン ト の 既 定 値 設 定 フ ァ イ ル

(LMIS_MessageResource_ja)］を参照して下さい。 

項目 内容 

ドキュメント名 LMIS_MessageResource_en_US 

ドキュメントの一意の名前 任意(規定は LMIS_MessageResource_en_US) 

フォルダ LMIS ドキュメント 

ドキュメント コメントの設定ファイルを選択 

LMIS_MessageResource_en_US.txt 

 

 

 

注意 

ドキュメント名が「LMIS_MessageResource_en_US」となっていることを確認して下さい。 

 

Lightning 環境でのコメント既定値設定の手順については、オンラインマニュアル［コンフィグレーションガイ

ド］‐［その他の設定］‐［コメントの既定値の設定(Lightning)］を参照してください。 
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2.12 セルフサービスポータルの英語化 

セルフサービスポータルを英語ユーザと日本語ユーザで利用するためには、日本語ユーザ用、英語ユーザ用それぞれに

対してセルフサービスポータルサイトを構築する必要があります。 

セルフサービスポータルの構築手順は、言語に共通のオンラインマニュアルの手順を参照してください。本手順書では、

セルフサービスポータルを英語化するために必要な追加の手順について説明します。 

 

2.12.1 セルフサービスポータル環境の構築 

英語ユーザ用のセルフサービスポータルの環境を構築します。 

セルフサービスポータル環境の構築の手順に関しては、オンラインマニュアルの『セルフサービスポータル構築

ガイド』を参照してください。 

 

2.12.2 英語ゲストユーザのユーザ設定 

英語ゲストユーザのユーザ設定について説明します。 

 

1. システム管理者でログインします。設定画面の[クイック検索]で「サイト］と入力して、検索結果から「サイ

ト」をクリックします。 
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2. サイト画面が表示されます。サイトの一覧で、登録されている「サイトの表示ラベル」をクリックします。以下の

画面例では、「ゲスト用サイト」になります。 

 

 

3. 「サイトの詳細」画面で[公開アクセス設定]を選択します。 
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4. 「プロファイル」画面で[このプロファイルに属するユーザの参照]を選択します。 

 

 

5. ユーザの一覧からユーザを選択します。 

 

 

6. 「ユーザ」画面で[編集]をクリックします。 

 



英語化設定手順書 

 

60 

㈱ユニリタ 2020 不許複製、禁無断記載 

 

7. ユーザの情報を入力します。英語ユーザには以下の項目を必ず設定して下さい。入力後、[保存]ボタンを

クリックします。 

 

項目名 内容 

メールの文字コード Unicode(UTF-8) 

言語 英語 

 

注意 

タイムゾーンや地域については、ユーザの地域によって適切な値を設定して下さい。 
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2.12.3 メールテンプレートの設定 

セルフサービスポータルのメール送信機能を使用するときに、標準で提供されている送信メールの文面を適

切なものに変更したい場合には、各送信メールのメールテンプレートの内容を変更する必要があります。 

 

メールテンプレートを変更する操作手順については、オンラインマニュアル［セルフサービスポータル構築ガイ

ド］‐［セルフサービスポータルを導入する］‐［ユーザインタフェースを設定する］‐［メールテンプレートを

設定する］を参考に、英語環境でメールテンプレートを変更するときは、以下のメールテンプレートを使用し

てください。 

 

パラメータファイルで設定するメールテンプレート 

属性名 使用するメールテンプレート名 

startPortal ポータルユーザ利用開始通知(英語) 

resetPassword ポータルユーザパスワードリセット通知(英語) 

resetPasswordForOwner ポータル担当者パスワードリセット通知(英語) 

 

ワークフロールールで設定するメールテンプレート 

ワークフロールール名 使用するメールテンプレート名 

承認依頼通知(英語)2 ポータル問い合わせ承認依頼通知(英語)2 

承認依頼通知(英語)2 代理通知なし ポータル問い合わせ承認依頼通知(英語)2 

承認通知(英語)2 ポータル問い合わせ承認通知(英語)2 

否認通知(英語)2 ポータル問い合わせ否認通知(英語)2 

取り下げ通知(英語)2 ポータル問い合わせ取り下げ通知(英語)2 

取り下げ通知(英語)2 代理通知なし ポータル問い合わせ取り下げ通知(英語)2 

2 段階認証(英語) 2 段階認証コード通知(英語) 
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2.13 クイックアクションの成功メッセージの設定 

クイックアクションを使用した際の成功メッセージが英語で表示されるように設定します。 

本設定は、Lightningモードを使用している組織、またはClassicモードでクイックアクションを使用している組織に

対して必要な作業です。Classic モードを利用している組織で、クイックアクションを使用していない場合は、本設

定は不要です。 

 

1. システム管理者画面で、［管理］-［トランスレーションワークベンチ］-［翻訳］をクリックします。 
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2. 検索条件を指定します。 

    

 

検索条件として指定する項目を以下に示します。 

項目 説明 

言語 [英語]を選択します。 

設定コンポーネント [アクション]を選択します。 

オブジェクト 翻訳するオブジェクトを選択します。 

部分 [情報メッセージ]を選択します。 

 

3. ［成功メッセージの翻訳］欄に、成功メッセージ(英語)を入力します。 

入力後、[保存]ボタンをクリックします。 

成功メッセージ(英語)は次頁の表を参照してください。 

 

 

4. 1～3 の手順を対象のオブジェクトに設定します。 
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No オブジェクト名 成功メッセージ(日本語) 成功メッセージ(英語) クイックアクション名 

1 FAQ管理 FAQ の承認依頼を取り消しました。 The FAQ approval request has been canceled. ox_act_cancellRequest  

2 FAQ管理 FAQ の承認依頼を承認しました。 The FAQ approval request has been approved. ox_act_approval 

3 FAQ管理 FAQ の承認依頼を提出しました。 The FAQ approval request has been submitted. ox_act_approvalReq 

4 FAQ管理 FAQ の承認依頼を否認しました。 The FAQ approval request has been rejected. ox_act_deny 

5 FAQ管理 FAQ を公開しました。 The FAQ has been published. ox_act_publish 

6 FAQ管理 FAQ を非公開にしました。 The FAQ has been unpublished. ox_act_unPublish 

7 FAQ管理 レコードの評価を初期化しました。 The record evaluation has been initialized. ox_act_resetEvaluate 

8 FAQ管理 次のステータスに進みました。 Progressed to the next status. ox_act_next 

9 イベント管理 イベントのステータスが変更されました。 The event status has been changed. ox_act_confirm 

10 イベント管理 インシデントを登録しました。 The incident has been registered. ox_act_incident 

11 イベント管理 次のステータスに進みました。 Progressed to the next status. ox_act_next 

12 イベント管理 変更を登録しました。 The change has been registered. ox_act_change 

13 イベント管理 問題を登録しました。 The problem has been registered. ox_act_problem 

14 インシデント管理 FAQ を登録しました。 The FAQ has been registered. ox_act_faq 

15 インシデント管理 インシデントの承認依頼を承認しました。 The incident approval request has been approved. ox_act_approval 

16 インシデント管理 インシデントの承認依頼を提出しました。 The incident approval request has been submitted. ox_act_approvalReq 

17 インシデント管理 インシデントの承認依頼を否認しました。 The incident approval request has been rejected. ox_act_deny 

18 インシデント管理 インシデントの対策を開始しました。 The incident corrective measure has been started. ox_act_measuresStart 

19 インシデント管理 インシデントの調査を開始しました。 The incident investigation has been started. ox_act_surveyStart 

20 インシデント管理 インシデントをコピー登録しました。 A copy of the incident has been registered. ox_act_copy 

21 インシデント管理 インシデントを登録しました。 The incident has been registered. ox_act_incident 

22 インシデント管理 次のステータスに進みました。 Progressed to the next status. ox_act_next 

23 インシデント管理 承認依頼を取り消しました。 The approval request has been canceled. ox_act_cancellRequest  
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No オブジェクト名 成功メッセージ(日本語) 成功メッセージ(英語) クイックアクション名 

24 インシデント管理 変更を登録しました。 The change has been registered. ox_act_change 

25 インシデント管理 問題を登録しました。 The problem has been registered. ox_act_problem 

26 
お知らせ お知らせの承認依頼を取り消しました。 The information approval request has been 

canceled. 

ox_act_cancellRequest  

27 
お知らせ お知らせの承認依頼を承認しました。 The information approval request has been 

approved. 

ox_act_approval 

28 
お知らせ お知らせの承認依頼を提出しました。 The information approval request has been 

submitted. 

ox_act_approvalReq 

29 お知らせ お知らせの承認依頼を否認しました。 The information approval request has been rejected. ox_act_deny 

30 お知らせ お知らせを公開しました。 The information has been published. ox_act_publish 

31 お知らせ お知らせを非公開にしました。 The information has been unpublished. ox_act_unPublish 

32 お知らせ 次のステータスに進みました。 Progressed to the next status. ox_act_next 

33 サービス サービスの承認依頼を承認しました。 The Service approval request has been approved. ox_act_approval 

34 サービス サービスの承認依頼を提出しました。 The Service approval request has been submitted. ox_act_approvalReq 

35 サービス サービスの承認依頼を否認しました。 The Service approval request has been rejected. ox_act_deny 

36 サービス 次のステータスに進みました。 Progressed to the next status. ox_act_next 

37 サービス 承認依頼を取り消しました。 The approval request has been canceled. ox_act_cancellRequest  

38 サービス要求管理 インシデントを登録しました。 The incident has been registered. ox_act_incident 

39 サービス要求管理 サービス要求の作業を開始しました。 The request work has been started. ox_act_start 

40 サービス要求管理 サービス要求の承認依頼を取り消しました。 The request approval request has been canceled. ox_act_cancellRequest  

41 サービス要求管理 サービス要求の承認依頼を承認しました。 The request approval request has been approved. ox_act_approval 

42 サービス要求管理 サービス要求の承認依頼を提出しました。 The request approval request has been submitted. ox_act_approvalReq 

43 サービス要求管理 サービス要求の承認依頼を否認しました。 The request approval request has been rejected. ox_act_deny 
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No オブジェクト名 成功メッセージ(日本語) 成功メッセージ(英語) クイックアクション名 

44 サービス要求管理 サービス要求をコピー登録しました。 A copy of the request has been registered. ox_act_copy 

45 サービス要求管理 サービス要求を却下しました。 The request has been dismissed. ox_act_dismiss 

46 サービス要求管理 リリースを登録しました。 The release has been registered. ox_act_release 

47 サービス要求管理 次のステータスに進みました。 Progressed to the next status. ox_act_next 

48 サービス要求管理 変更を登録しました。 The change has been registered. ox_act_change 

49 ソフトウェア ソフトウェアの承認依頼を承認しました。 The Software approval request has been approved. ox_act_approval 

50 ソフトウェア ソフトウェアの承認依頼を提出しました。 The Software approval request has been submitted. ox_act_approvalReq 

51 ソフトウェア ソフトウェアの承認依頼を否認しました。 The Software approval request has been rejected. ox_act_deny 

52 ソフトウェア 次のステータスに進みました。 Progressed to the next status. ox_act_next 

53 ソフトウェア 承認依頼を取り消しました。 The approval request has been canceled. ox_act_cancellRequest  

54 ソフトウェア 新規ソフトウェアを登録しました。 The new Software has been registered. ox_act_newVersion 

55 タスク 作業が開始されました。 The work has been started. ox_act_start 

56 タスク 作業の承認依頼を承認しました。 The work approval request has been approved. ox_act_approval 

57 タスク 作業の承認依頼を提出しました。 The work approval request has been submitted. ox_act_approvalReq 

58 タスク 作業の承認依頼を否認しました。 The work approval request has been rejected. ox_act_deny 

59 タスク 作業の中間報告を提出しました。 The work intermediate report has been submitted. ox_act_middleRprt 

60 タスク 作業を記録しました The work record has been saved. ox_act_work 

61 タスク 次のステータスに進みました。 Progressed to the next status. ox_act_next 

62 タスク 承認依頼を取り消しました。 The approval request has been canceled. ox_act_cancellRequest  

63 ドキュメント ドキュメントの承認依頼を承認しました。 The Document approval request has been approved. ox_act_approval 

64 
ドキュメント ドキュメントの承認依頼を提出しました。 The Document approval request has been 

submitted. 

ox_act_approvalReq 

65 ドキュメント ドキュメントの承認依頼を否認しました。 The Document approval request has been rejected. ox_act_deny 
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No オブジェクト名 成功メッセージ(日本語) 成功メッセージ(英語) クイックアクション名 

66 ドキュメント 次のステータスに進みました。 Progressed to the next status. ox_act_next 

67 ドキュメント 承認依頼を取り消しました。 The approval request has been canceled. ox_act_cancellRequest  

68 ドキュメント 新規ドキュメントを登録しました。 The new Document has been registered. ox_act_newVersion 

69 ハードウェア スナップショットを更新しました。 The snapshot file has been updated. ox_act_updateSnapshot 

70 ハードウェア ハードウェアの承認依頼を承認しました。 The Hardware approval request has been approved. ox_act_approval 

71 ハードウェア ハードウェアの承認依頼を提出しました。 The Hardware approval request has been submitted. ox_act_approvalReq 

72 ハードウェア ハードウェアの承認依頼を否認しました。 The Hardware approval request has been rejected. ox_act_deny 

73 ハードウェア 次のステータスに進みました。 Progressed to the next status. ox_act_next 

74 ハードウェア 承認依頼を取り消しました。 The approval request has been canceled. ox_act_cancellRequest  

75 リリース管理 計画が開始されました。 The plan has been started. ox_act_plan 

76 リリース管理 次のステータスに進みました。 Progressed to the next status. ox_act_next 

77 リリース管理 承認依頼を取り消しました。 The approval request has been canceled. ox_act_cancellRequest  

78 リリース管理 承認依頼を承認しました。 The approval request has been approved. ox_act_approval 

79 リリース管理 承認依頼を提出しました。 The approval request has been submitted. ox_act_approvalReq 

80 リリース管理 承認依頼を否認しました。 The approval request has been rejected. ox_act_appDeny 

81 
リリース管理 新規自動リリース管理を登録しました。 The new automatic release management has been 

registered. 

ox_act_newAutoRelease 

82 
移送管理 移送処理のステータス完了、結果区分成功の

指示を出しました。 

The transport process status closed and result 

category successful command has been issued. 

ox_act_complete 

83 
移送管理 移送処理のホールド属性を変更しました。 The transport process hold command has been 

issued. 

ox_act_hold 

84 
移送管理 移送処理のリトライ指示を出しました。 The transport process retry command has been 

issued. 

ox_act_retry 



英語化設定手順書 

68 

㈱ユニリタ 2020 不許複製、禁無断記載 

 

No オブジェクト名 成功メッセージ(日本語) 成功メッセージ(英語) クイックアクション名 

85 
移送管理 移送処理の中止指示を出しました。 The transport process stop command has been 

issued. 

ox_act_stop 

86 移送管理 移送処理を破棄しました。 The transport request has been discarded. ox_act_destruction 

87 
移送管理 移送申請をコピー登録しました。 A copy of the transport managemen has been 

registered. 

ox_act_copy 

88 移送管理 次のステータスに進みました。 Progressed to the next status. ox_act_next 

89 移送管理 承認を取り消しました。 The approval has been canceled. ox_act_cancellApprove 

90 移送管理 承認依頼を取り消しました。 The approval request has been canceled. ox_act_cancellRequest 

91 移送管理 承認依頼を承認しました。 The approval request has been approved. ox_act_approval 

92 移送管理 承認依頼を提出しました。 The approval request has been submitted. ox_act_approvalReq 

93 移送管理 承認依頼を否認しました。 The approval request has been rejected. ox_act_deny 

94 期日 使用を開始しました。 started using. ox_act_start 

95 期日 使用を終了しました。 ended using. ox_act_end 

96 自動リリース管理 次のステータスに進みました。 Progressed to the next status. ox_act_next 

97 
自動リリース管理 自動リリースのステータス完了、結果区分成功の

指示を出しました。 

The automatic release status closed and result 

category successful command has been issued. 

ox_act_complete 

98 
自動リリース管理 自動リリースのホールド属性を変更しました。 The automatic release hold command has been 

issued. 

ox_act_hold 

99 
自動リリース管理 自動リリースのリトライ指示を出しました The automatic release retry command has been 

issued. 

ox_act_retry 

100 
自動リリース管理 自動リリースの中止指示を出しました。 The automatic release stop command has been 

issued. 

ox_act_stop 

101 自動リリース管理 自動リリースをコピー登録しました。 A copy of the automatic release management has ox_act_copy 
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been registered. 

102 自動リリース管理 自動リリースを破棄しました。 The automatic release has been discarded. ox_act_destruction 

103 自動リリース管理 承認依頼を取り消しました。 The approval request has been canceled. ox_act_cancellRequest 

104 自動リリース管理 承認依頼を承認しました。 The approval request has been approved. ox_act_approval 

105 自動リリース管理 承認依頼を提出しました。 The approval request has been submitted. ox_act_approvalReq 

106 自動リリース管理 承認依頼を否認しました。 The approval request has been rejected. ox_act_deny 

107 取引先責任者 ポータルパスワードリセット通知を通知しました。 The portal password reset notice has been notified. ox_act_resetPassword 

108 取引先責任者 ポータル利用開始通知を通知しました。 The portal service start notice has been notified. ox_act_startPortal 

109 通知 レコードを既読に更新しました。 The selected records has been already read. ox_act_read 

110 通知 削除が完了しました。 Deletion has finished. ox_act_delete 

111 変更管理 リリースを登録しました。 The release has been registered. ox_act_release 

112 変更管理 次のステータスに進みました。 Progressed to the next status. ox_act_next 

113 変更管理 承認依頼を取り消しました。 The approval request has been canceled. ox_act_cancellRequest 

114 変更管理 承認依頼を承認しました。 The approval request has been approved. ox_act_approval 

115 変更管理 承認依頼を提出しました。 The approval request has been submitted. ox_act_approvalReq 

116 変更管理 承認依頼を否認しました。 The approval request has been rejected. ox_act_appDeny 

117 変更管理 審査が開始されました。 The review has been started. ox_act_check 

118 問題管理 FAQ を登録しました。 The FAQ has been registered. ox_act_faq 

119 問題管理 次のステータスに進みました。 Progressed to the next status. ox_act_next 

120 問題管理 承認依頼を取り消しました。 The approval request has been canceled. ox_act_cancellRequest 

121 問題管理 変更を登録しました。 The change has been registered. ox_act_change 

122 問題管理 問題の承認依頼を承認しました。 The problem approval request has been approved. ox_act_approval 

123 問題管理 問題の承認依頼を提出しました。 The problem approval request has been submitted. ox_act_approvalReq 
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124 問題管理 問題の承認依頼を否認しました。 The problem approval request has been rejected. ox_act_deny 

125 問題管理 問題の調査を開始しました。 The problem investigation has been started. ox_act_surveyStart 

126 連携_CI1 次のステータスに進みました。 Progressed to the next status. ox_act_next 

127 連携_CI2 次のステータスに進みました。 Progressed to the next status. ox_act_next 

128 
連携_ジョブグループ

管理 

次のステータスに進みました。 Progressed to the next status. ox_act_next 
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129 
連携_ジョブネットワ

ーク管理 

次のステータスに進みました。 Progressed to the next status. ox_act_next 

130 連携_ジョブ管理 次のステータスに進みました。 Progressed to the next status. ox_act_next 

131 
連携_ネットワーク管

理 

次のステータスに進みました。 Progressed to the next status. ox_act_next 

132 連携_リソース管理 次のステータスに進みました。 Progressed to the next status. ox_act_next 
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